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目的

これまでに指摘のあったAルートとBルートが同じ
周波数帯の無線を用いることでBルートデータに
欠損が生じている可能性について，室内実験に
より検証した
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検証の結果
受信データの欠損，受信間隔の平均と標準偏差を算出

今回の実験では，干渉の有無，量に関わらず，欠損への影響
は見られない。また，データの受信間隔に対しても明確な影響
は見られない。

電波を送出する前に周囲の周波数キャリアを検知する
CSMA/CA機能により，Aルートからの電波干渉の影響は軽減
できていると考えられる。

欠損 [%] 平均 [秒] 標準偏差 [秒]

Case 1 0 0.999 0.053

Case 2 0 0.998 0.037

Case 3 0 0.998 0.071

Case 4 0 0.999 0.054

Case 5 0 1.000 0.074
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CSMA/CA: Carrier Sense Multiple Access with Collision Avoidance


